













Hanging Scrolls for the United States: 




Kano Tomonobu, Kano Nakanobu, 1860 Japanese Embassy, Buchanan
Abstract
 KANO SHUNSEN TOMONOBU (1843-1912) was commissioned in 1859, as court 
painter in the last days of the Tokugawa shogunate, 15 hanging scrolls to send to the 
USA and to Britain. He was granted a set of seasonal costumes and 50 silver coins in 
addition to his yearly wages, according to his records as associate professor at the 
Tokyo School of Fine Arts.  Tomonobu, whose major works include “The Battle of Heiji” 
(Tokyo National Museum), “Mandarin Ducks on a Fallen Tree” (University Art Museum, 
Tokyo National University of Fine Arts and Music), “Winter Landscape” and “Flowers on 
a Lacquer Plate” (Museum of Fine Arts, Boston), “Landscape” (Philadelphia Museum of 
Art), “Floral Arrangements” (The State Hermitage Museum, St. Petersburg), and several 
others in private collections, is known for his association with Ernest F. Fenollosa who 
arrived in Japan after the Meiji Restoration and advocated traditional Japanese arts.  The 
15 hanging scrolls commissioned as gifts of the newly opened nation would have had 
a special meaning to the artist who sought to preserve the tradition of Kano school 
painting during the rapid westernization. This paper seeks to investigate the fate of 
these hanging scrolls, some of which were presumably sent with the first Japanese 







茂により任用された 1859 年（安政 6 ）に、英米両国へ送付する掛物絵 15 幅の制作を申し付けら




黒船で渡来した 1853 年（嘉永 6 ）に狩野派の画塾である木挽町絵所に入った友信は、 以来 7 年
間絵画修行に励み、16 歳で幕府に召し出されて、二十人扶持の奥絵師となった。江戸城本丸の杉
戸絵 10 枚、屏風 5 双、掛物 3 幅、和宮を迎える待受調度品として屏風 1 双、掛物 2 幅、ほかに
西の丸の杉戸絵 15 枚、小襖 2 通などを制作している 2 ）。現存する友信の作品のひとつに「武者図
屏風」がある（図 1 ）3 ）。
　友信はまた奥絵師でありながら 1863 年（文久 3 ）には幕府の命により開成所に入学して二年
間洋画を修行し、翌年より川上冬崖（ 1827-1881 ）に三年間、チャールズ・ワーグマン（ 1832-




は確認されていない。狩野派絵画を教えるには 1889 年（明治 22 ）の東京美術学校開校を待たね
ばならなかった。友信の日本画は東京藝術大学美術館、東京国立博物館など国内の美術館および






　1854 年（安政 1 ）の日米和親条約締結により鎖国政策の見直しを迫られた徳川幕府は米・蘭・
露・英・仏の 5 カ国と 1858 年（安政 5 ）に仮の通商条約を結び、使節を交換することになって、
にわかに外交の舞台に登場した。鎖国中にも朝鮮・琉球との通信、オランダ・中国との通商は認
められており、国書に添えて屏風、掛物などの美術工芸品や絹織物などが贈られた。唯一国交上
の正式使節として来日した朝鮮国王の派遣使節は 1636 年（寛永 13 ）度以降「朝鮮通信使」と呼
ばれるようになり、幕府は最大級の賓客としてもてなし、朝鮮国王に贈呈する屏風絵を託してい
る。1607 年（慶長 12 ）の第 1 回から 1811 年（文化 8 ）の最終回まで、 主として将軍襲職祝賀












曲屏風が毎回 20 双贈呈され、総計 190 双の屏風が朝鮮に渡ったとされる。武者絵、物語絵、花
鳥図、名所絵などこれら屏風の制作は幕府御用絵師の重要な任務となった。最後の朝鮮通信使を




ァン・オフェルメール・フィッセル（ 1800-1848 ）、 フィリップ・フランツ・フォン・シーボル
ト（ 1796-1866 ）ら長崎出島オランダ商館関係者の日本美術工芸品コレクションとともに、1856
年（安政 3 ）徳川幕府からオランダ国王に贈られた金地屏風 10 双が所蔵されている。オランダか
ら蒸気船スームビング号が寄贈されたことに対する返礼として、鎧、胴具足、翠簾屏風、扇子な












る年中行事、賀茂競馬は 1093 年（寛治 7 ）に始まり、一時廃れたものの徳川時代に再興され、現




（図 2 ）5 ）。両隻に「狩野式部卿法眼藤原中信筆」という落款があるが、浜町狩野家第 8 代で 1844
年（弘化 1 ）法眼に叙せられた中信は、1856 年には贈蘭屏風制作のとりまとめ役である絵事御用
頭取をつとめ、 当時の狩野派を代表する奥絵師であった。幕府外交の一翼を担う屏風の制作は、
奥絵師にとって重要な任務であったに違いない。2007 年にサントリー美術館および大阪市立美術
館で開催された「 BIOMBO ／屏風　日本の美」展では、1748 年（寛延 1 ）第 10 回朝鮮通信使に
託された屏風絵のうち韓国国立古宮博物館所蔵、狩野友甫宴信筆「苅田雁秋草図屏風」1 双、な
らびに 1856 年（安政 3 ）にオランダ国王に贈られた屏風のうち、 狩野董川中信筆「賀茂競馬図
屏風」、 狩野勝川院雅信筆「鷹狩図屏風」、 狩野探原守経筆「富士巻狩図屏風」、 住吉内記弘貫筆
「太平記図屏風」、板谷桂舟弘延筆「宇治製茶図屏風」、狩野春貞房信筆「四季耕作図屏風」、狩野
永悳立信筆「武者図屏風」、狩野休清実信筆「墨梅図屏風」、狩野雪渓俊信筆「野馬図屏風」、狩野
素川寿信筆「墨松図屏風」の計 10 双が里帰りした。いずれも高さ 160 センチ幅 356 センチ余、
金箔、金砂子などが施された最上等の造りであり、朝鮮およびオランダ国王に贈られた屏風の多
くが同様の豪華な金屏風であったことが推定されよう。
　板谷桂舟弘延筆「奥御用日記」には 1859 年（安政 6 ）に屏風一双をイギリス国王に贈ったこ
と、同じく命を受けた絵師として狩野永悳立信、狩野探原守経、住吉内記弘貫の名前があがって














博物館の前身である合衆国々立博物館 (United States National Museum ）への収蔵を念頭に、精
力的に日本の民俗学資料を集めたとされる（ Houchins 3 ）。
　これとは別に大統領官邸ホワイトハウスには、ペリーが日本から持ち帰ったと日記に記してい
る「蒔絵書棚」（ gold lacquered bookcase ）（図 3 ）ならびに「蒔絵文机」（ lacquered writing 





































丁と指定されている 8 ）。漆器については蒔絵書棚および梨子地蒔絵料紙硯箱となっている 9 ）。念
入りに誂えられたこれらの贈り物は使節団とともにアメリカに向けて出発した。正使新見豊前守
正興 40 歳、副使村垣淡路守範正 48 歳、監察小栗豊後守忠順 32 歳の 3 名率いる遣米使節団一行
は、出迎えの米国軍艦ポーハタン号に乗り込み、ハワイ経由サンフランシスコまで航行し、パナ
マから汽車に乗り換えて大西洋側アスピンワールで出迎えの軍艦ローノック号に乗船し、1860 年















































































































 3 ） 二曲屏風　絹本着色　150.0 x 162.0 cm　左扇落款「藤原友信」印章「狩野春川」白文方印、
右扇落款「一青斎友信」印章「狩野春川」白文方印。
 4 ） 開成所とは幕府が 1856 年（安政 3 ）に洋学研究教育機関として設立した蕃書調所が 1863 年（文
久 3 ）に改称されたもの。
 5 ） 六曲一双　紙本着色　159.0 x 358.2cm　落款「狩野式部卿法眼藤原中信筆」印章「中信之印」
朱文方印。　
 6 ） 東京藝術大学に残る履歴書に次の記載がある。「英米兩国エ送付掛物繪十五幅申被付、 為賞銀
子五拾枚時服壹重子給與」
 7 ） 『ホワイトハウス史』「ブキャナン大統領時代特集号」（第 12 号）の Allman 記事に「蒔絵文机」
（ Table, Japan, c, 1854. Lacquered and gilded wood. 12 5/8 x 39 5/8 x 10 1/8 in., p.65 ）の 写




10 ） 『太陽』259 号　特集「外交史を彩る贈答品」に「螺鈿のひしゃく」「蒔絵火桶」三点、翠簾屏
風、馬具がカラー図版で紹介されている。
11 ） 国 立 自 然 史 博 物 館（ National Museum of Natural History ）人 類 学 部 門（ Department of 
Anthropology ）オンライン・カタログには、 1860 年日本由来品として次の美術工芸品があげ












（ Lacquer Dipper “ Shakushi ”、 鞍（ Saddle ）、 馬具一式（ Saddle/Bridle/Trappings ）、 翠簾屏
風複数（ Screens “ Suiren ”）。それ以外に養蜂器具 2 点（ Beehive/Box ）、 狩猟の様子を描いた
挿 絵 4 点（ Japanese Hunting Scenes Illustrations ）、 漁 船 模 型（ Model of Fishing Boat ）な
どの民俗学資料がある。
12 ） エルミタージュ美術館には狩野友信筆「花鳥図」掛幅・絹本着色 131.6 x 56.6cm、「生花図」
掛幅・絹本着色 131.0 x 56.6cm とともに、ほぼ同寸の以下の絹本着色掛物絵が所蔵されている。
狩野中信筆「禽鳥紅葉図」130.8 x 56.8cm、 狩野房信筆「富士桜花図」131.4 x 56.5cm、 住吉
弘貫筆「鶉秋草図」131.5 x 56.7cm、板谷広長筆「紅葉観瀑図」131,4 x 56.7cm、狩野永信筆「飛
泉桜花図」131.4 x 56.3cm、 狩野永悳筆「雉子芍薬図」131.2 x 56.8cm、 狩野勝玉筆「山水高
土図」131.4 x 56.5cm。
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図 2　Paardenrace bij het Kamo heiligdom. Museum Volkenkunde, Leiden, RMV 4-30.
図 3　Chigai-dana. Photograph by Bruce White for the White House Historical Association.
















図 3　違い棚　ホワイトハウス蔵 図 4　文机　ホワイトハウス蔵
図 5「ウィラード・ホテルに陳列された日本の贈り物」　アメリカ議会図書館蔵
　
